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栃木農試研報Nα21：85〜90（1976）

ブドゥ巨峰の花振い防止に関する研究

第2報せん定の強弱が結実に及ぽす影響

中田隆人

　　　　　1　緒　言

　巨峰は樹勢がおう盛で花振い性が極めて強い

性質をもつている．この対策としては前報2）で

報告したように展葉6〜7枚時に生長抑制剤B

ナインを利用することは有効な方法である．し

かしながら三好五）が指摘しているように開花期

近くになつて徒長の激しい木では，花振い性が

強くて果房が小さく，Bナインを処理しても徒

長を十分抑えられなく着拉が少ない．そのため

には栽培管理で樹勢を調節し，徒長を少なくし，

その上で強い新しょうにBナインを利用すること

になろう．

　樹勢の調節手段としては吉田4）はせん定の強

弱が栽培管理の中で最も効果が高いとしている

が，この種の報告はブドウ全般に少なく5》巨峰

については吉田の報告のみである．

　そこで火山灰土壌の巨峰を供試して，せん定

の程度と結実との関係を明らかにするため1973

〜1975年の3か年試験を行つたので以下報告す

る．

II　試験方法

　供試樹は巨峰（自根）3年生樹を用い，1973

年，1974年は同一樹を1975年は新たな4年生樹

を用いた．

　せん定の程度は強，中，軽，無の4段階とし，

強せん定区は1樹中の結果母枝を50％間引きし，

各母枝を芽数で％切もどした．中せん定区は1

樹中の母枝を20％（1975年のみ30％）間引きし，

各母枝を％切もどした．軽せん定区は1樹中の

母枝を10％間引きし，各母枝を％切もどした．

無せん定区は枯死した部分のみ切除した．各区

とも1区1樹3反復とした．

　調査は年次別せん芽率，落花直後の新しよう生

長量及び年間の生長量，1房当たリ結実数（有

核果数及び無核果数〉を調査し，せん定の強弱

との相関をみた．

　　　　皿　試験結果

　1．生育

　せん定の程度別せん芽率は第1表のとおりで

あり，年によるふれは多少あるが強せん定区は

63〜67％，中せん定区は43〜50％，軽せん定区

は30〜35％であつた．

第1表　年次別せん定量（3樹平均）

年

1973年

　　　1974年

　　　一『一�p曾｝畔辱阿一薗＿

1975年

　　項目

区

総芽切ったせん芽残存

数個芽数個率％芽率％

総芽切ったせん芽

数個芽数個率％

残存

芽率％

総芽

数個

切ったせん芽残存

芽数個率％芽率％

強せん定

中　〃

軽　〃

鉦　　“

’1、、

422　　　269　　　63．7　　36．3

484　　　211　　　43．6　　56．4

519　　　180　　　35．0　　65．0

404　　　　　0　　　　　　0　　100

608　386　63．5

813　404　49．7

668　227　34．0

648　　　0　　　0

36．5

50．3

66・0

100

685

632

682

519

462　67，4　32．6

276　43．7　56．3

209　30．6　69。4

　0　　　0　　100

区

年

項目

強せん定422

中　〃　　484
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